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三重県生協連理事会は、広島県生協連からの呼びかけにお応えし、
ささやかではありますが建設募金をお送りしました。

IYC2025「ヒロシマ・ナガサキ、沖縄からIYC2025「ヒロシマ・ナガサキ、沖縄から
男鹿和雄展 in MieMu」を開催しました。男鹿和雄展 in MieMu」を開催しました。

「2025年ハート平和行進」を開催しました「2025年ハート平和行進」を開催しました 2025ピースアクションinヒロシマに参加しました2025ピースアクションinヒロシマに参加しました

被爆・戦後80年の今年、三重県総合博物館と公益財団法人第五福竜丸平和協会にご協力いただき、
７月19日（土）から８月３日（日）までの期間、三重県総合博物館（MieMu）で「ヒロシマ・ナガサキ、
沖縄から男鹿和雄展 in MieMu」を開催しました。
男鹿和雄氏によって描かれた、俳優 吉永小百合氏による原爆詩朗読会「第二楽章」シリーズの挿
絵や絵画など44作品を展示し、延べ2,000人に近いご来場がありました。
核兵器や戦争の悲惨さ、平和の大切さを、男鹿和雄氏の温かみのあるやさしいタッチの絵画を通し
て多くの方に感じていただける場となりました。期間中の特別企画にも多くのご参加がありました。
■ 「被ばくの証言」三重県原爆被災者の会 
■ 特別講演「ヒロシマ・ナガサキから80年」公益財団法人第五福竜丸平和協会　安田 和也氏
■ 「絵本の“絵”の読み聞かせ」
■ 「オンライン灯ろう流し」※

※ 「オンライン灯ろう流し」とは、ヒロシマ「 」継ぐ展実行委員会主催のプロジェクトです。来場者はスマー
トフォンで平和のメッセージを託した灯ろうをデジタルの川に流しました。

６月14日（土）「2025年ハート平和行進」を津市で開
催しました。東海のピースリレーは５月に静岡県から愛
知県へ、６月には岐阜県へと参加者の平和を願う想いと
ともに引き継がれ、この日に三重県へと引き継がれました。
《ピースリレー 引継ぎ集会＆ハート平和行進 出発集会》
全岐阜県生協連とピースリレーの引継ぎ集会を行いました。その後、三重県
原爆被災者の会、国民平和大行進のみなさんとともに総勢100人で出発集会を
行いました。
《ハート平和行進》
お城西公園から三重県教育文化会館までの約２㎞、横断幕や黄色い風船をか
かげ、沿道の人たちに「核兵器をなくそう」「命を守ろう」と呼びかけながら、
約60人の参加者は国道23号線沿いに元気に行進しました。
《ハート平和行進 終結集会》
三重県教育文化会館に到着後、三重県原爆被災者の会の山口会長のご挨拶の
後、三重県知事への「平和の要請」が読み上げられ、手渡されました。

8月4日（月）～5日（火）に開催されたピースアクションinヒ
ロシマに、三重県生協連から役員が参加しました。ピースアク
ションinヒロシマは、被爆体験の継承や核兵器のない世界への
思いを共有する場として、広島県生協連と日本生協連が開催し
ています。2025年度のテーマは「「戦争も核兵器もない平和な
世界」の実現を！！～平和とよりよい生活のために～」です。
全国の仲間とともに分科会で被爆の実相や継承活動を学び知り、
日頃からできることについて考える機会となりました。

「被爆者が描いた原爆の絵を街角に返す会」「被爆者が描いた原爆の絵を街角に返す会」
11号碑建設募金を送金しました11号碑建設募金を送金しました

地域のみなさんとともに、社会貢献活動に参加しました地域のみなさんとともに、社会貢献活動に参加しました

■７月５日（土）MJC（三重県協同組合連絡協議会）の一員として、三
重県漁業協同組合連合会主催の「県内一斉海浜清掃」に、会員生協役職員
11名が参加しました。当日は早朝から漁業関係者やＪＡ等の協同組合や
団体、地域の方々など約320人とともに、津市白塚海岸に残された空き缶
や流木ごみなどを大量に回収しました。
■９月24日（水）MJC主催で、津駅周辺の合同清掃を実施しました。社会・
環境への貢献や地域の美化、協同組合組織の連帯感を深めることを目的に、
ＪＡグループ三重、三重県漁業協同組合連合会、三重県労働者福祉協議会、
三重県中小企業団体中央会、生協コープみえと三重県生協連から29名が
参加しました。清掃中には、地域の方から「ご苦労さま」とのねぎらいの
言葉をいただきました。

三重大学生協×コープみえ コラボオープン・カンパニー三重大学生協×コープみえ コラボオープン・カンパニー
が開催されましたが開催されました

8月8日（金）三重大学地域共創プラザ２階食堂ホールにて「三重大学生協×生活協同組合コープ
みえ コラボオープン・カンパニー」が開催されました。今回で２回
目となり、三重大学生13名、職員５名の計18名の参加がありました。
午前は各生協の組織概要と活動紹介を学び、午後からは2つのグルー
プワークに取り組みました。
参加した学生からは「地域の社会問題を生協という観点で考えた
ことがなかった、貴重な機会だった」などの声が寄せられました。
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被爆した子どもが書いた
原爆詩の参加型朗読会

「碑めぐり」平和祈念公園内
の主な遺構・慰霊碑を見学

「被ばくの証言」三重県原爆被災者の会 オンライン灯ろう流し絵本の“絵”の読み聞かせ




